
家庭教育って何？家庭教育支援チーム「つむぎたい」の活動から知る！ 
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 大人が変われば → 子どもが変わる 
家庭が変われば  →  地域が変わる  

   皆さんは、家庭教育支援チーム「つむぎたい」をご存知ですか？つむぎたいは、令和２年度に文
部科学省に登録された家庭教育支援チームで、本町の家庭教育推進のために日々活動をしています。 
 今回は、家庭教育と家庭教育支援チーム「つむぎたい」の活動をご紹介します。 

ルールを守って
楽しい夏休みに
しよう！ 

Q.家庭教育って何？ 
 

 家庭は、教育の原点であり、「全ての教育の出発点」と言われ、「保護者がその子
どもに対して行う教育」の事を言います。子どもを自立させ、将来、1人の大人とし
て、また、社会人として活躍するために必要な、保護者としての働きかけです。 

 家庭教育支援チーム「              」 
 

          はこんな活動をしています！ 
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てぃだまい隊が企画・運営 音楽イベント「てぃだフェス」を開催！ 

  

11月 5日（土） オープンウォータースイミング 

   ～6日（日） 徳之島大会（会場：山漁港） 

11月19日(土） 青少年育成の日 

11月20日(日)   第１０回地区対抗駅伝競走大会 

            家庭の日 

11月行事予定 家庭教育支援チーム「        」から一言  

食生活の乱れは、 
心身のバランスも乱す 

 

 
 

 
11月のおはなし会 12日・26日 

 徳之島町のジュニア・リーダークラブ「てぃだまい隊」による
「てぃだフェス」が、10月9日（日）、町生涯学習センターホール
で開催され、町内外から約150人が来場しました。 
 「てぃだフェス」は、ジュニア・リーダークラブ「てぃだまい
隊」が、「コロナ禍でも、子どもから大人までみんなの楽しめる場
の提供を」と企画から運営等の全てを自らで行って開催したもので、
出演依頼や広報、前日の会場設営、受付や会場案内、司会や音響、
照明まで役割分担を決めて、運営を行いました。 
 

 当日は、「徳之島ダンスィング」の子ども達によるダンスメド
レーを皮切りに、今年度民謡民舞少年少女全国大会「中学生の部」
で優勝した天城町の峰岡歩嬉さんや指宿桃子さんによる島唄や、徳
之島高校の蔵越エイサー隊によるエイサーの披露、大楽大聞さんの
弾き語り、中高校生バンド「TYB」による演奏、アーティスト
「MINESUTA」と「GOTCH」によるミニライブなど、多彩なプ
ログラムで集まった多くの観客を魅了していました。 
 

 公演終了後には、出演者とてぃだまい隊のメンバー全員で記念写
真を撮影。最後にてぃだまい隊会長の櫻木菜々子さんが、出演者と
関係者にお礼を述べ、来年度の開催へ思いを新たにしていました。 

  

三町の取組を報告 「水中遺跡シンポジウム『海の中こんなになってるちょ！』」 

  ＜第10回徳之島町地区対抗駅伝競走大会＞ 
 

 日時：令和4年11月20日（日） 
    8時30分開会式～（花徳小学校）10時スタート  
 区間：花徳支所前～東天城中学校～母間小学校～下久志分校～井之川 
    中学校～徳州園入口～～亀徳バス停留所～亀津児童公園（全8区間）      

 
 

 
 

 

 10月22日（土）、伊仙町交流広場ほーらい館癒てぃなホール 
で、「徳之島三町合同水中遺跡シンポジウム『海の中（うんなー） 
こんなになってるっちょ！』」が開催されました。 
 シンポジウムでは、開会行事に続き、國學院大學の池田榮史教 
授と大野城心のふるさと館の赤司善彦館長による講演が行われま 
した。水中遺跡や水中考古学に関する経緯や日本の水中遺跡調査 
の概要を踏まえた上で、徳之島三町の取り組みについては、日本 
の水中遺跡調査のトップランナーとの評価していただきました。 
 

 続いて、徳之島三町の取り組みについて、各町の文化財担当職 
員が、調査の成果について報告しました。水中遺跡の調査体験と 
して、プールに沈めてある陶器や船の錨の写真を撮影しました。また、2部のサイエンスカフェでは、３つ
のコーナーを設けて、参加者が興味・関心が湧いたものについて、専門家や文化財担当者などに質問を投げ
かけていました。 


